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弊社は 11年前よりＴＰＭ活動を行なっており、平成 22年から「女性スタッフによ

る改善活動」を取り組み内容として取り上げました。これは、日頃ルーチンワークに

専従しがちな女性スタッフの企画・立案・実行能力向上を目的としています。 

全ての女性スタッフが討議し合える内容として、「社員食堂の改善」をテーマとし

て選定し、食堂利用者（従業員）側と厨房使用者（厨房スタッフ）側と、相反する満

足度向上の両立を目指すことにしました。活動は２チームに分け、競い合い、協議す

る事により、部門間調整能力の習得も視野に入れました。  

まず、活動に入る前にＱＣ教育、ＴＰＭ・ＴＰＳ教育を行い、第１クール（Ｈ22

年 4 月～12 月）では主に運用面の改善（メニューの見直し、食缶運搬台車改善によ

る作業効率向上）を、第２クール（Ｈ24年 4月～12月）ではハード面の改善（ダイ

ニングホールのレイアウト変更による席数の増加と人の流れの整流化）を行いまし

た。 

レイアウト変更工事では、工事業者との折衝、工事立会いなど、女性スタッフとし

ては未経験業務も体験しました。結果、従業員満足度は 75％から 92％へ 17ポイント

上昇、厨房スタッフからも、「使いやすくなった」と喜びの声を頂きました。  

現在、改善活動に自信を得た彼女たちは、プロジェクト参加やＱＣ活動のテーマリ

ーダーとして活躍しています。 

 

 

    

従業員からアンケート収集          ＱＣ手法による対策立案 

 

 

 

 

 

 



 

  

       対策実施風景                            厨房スタッフと一緒に 

 

 
 
 


